
6月 2日：草津市障害児(者)自立支援協議会 第 8７回全体会議アンケート まとめ 

（出席者：77人 出席機関：60機関 回答数 34人/7７人） 

 

１． 自立支援協議会の各取組みの報告についての感想をお聞かせください。 
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２． あなたの職場、団体、地域などで困っておられることや自立支援協議会で取り上げてほしい内容はあ

りますか？  

 

●グループホーム 

・昨年 6 月に開所したグループホームです。地域とのつながりを持っていきたいと考えていますが、職

員と利用者さんの確保だけでおわれてしまいました。今後つながりを持っていきたいと思います。今年

は令和 5 年度全体会議に参加できて良かったです。少しづつ草津自立支援協議会に事業所として参加

して行きたいです。 

 ・グループホームの現状（草津市の障害者が入居可能な状況、利用率等）、区分によって受け入れの可否

がある？など。 

・グループホームへのご入居を希望されるものの、収入の問題や入居後の継続した生活への懸念を持って

おられる方々がたくさんおられます。地域が一丸となったサポート支援が今後の大きな課題と思いま

す。 

●災害・BCＰ 

・自然災害について放デイや児発はどうされているか？児発管同士の悩みの共有の場。児発（就労前）の

支援をしている事業所のつながりがどうすればできるのか。 

・災害に関して、医療的ケア児（者）、特に呼吸器の利用者さんの電源確保に関して。入浴プロジェクト

は期待しています！！ 

●就労 

・障害特性コミュニケーションのむずかしい方が福祉就労でも理解がなく、問題をおこすと継続していく

のがむずかしい現状。就労のむずかしさがあり本人はもちろん家族が困っておられる事例があった。 

・障害の手帳はなく、就労経験もほとんどなく、医療とのつながりもなく、両親も亡くなり、単身生活を

している中高年の人が生活のために働かなければ・・と思って、職員募集に応募してこられるような方

です。働き始めると職員との人間関係なども難しさがあります。福祉事業所として、ゆっくり見守って

いきたい気持ちとどう関わってよいか分からない難しさがあります。このような時の相談先などがあ

るでしょうか。 

 ●精神障害者・引きこもり 

 ・精神障害者の方の引きこもり、閉じこもりについて。対応や支援方法について。   

 ・湖南圏域は、県の認証ケアマネージャーが設置されていません。行動障害のある発達障害者支援に関し

て「圏域・地域の中心となる人」を設置できるよう湖南 4市で連携・協力していって下さい。自立支援

協議会から市への働きかけをお願いします。 

 ●放課後等デイ 

・卒業後の居場所。放デイの者です。今までの関係が途切れないように「交流会」として、2，3か月に

1度しています。補助金等があれば助かります。今は日曜日、事業所が休みの時に休日出勤でしていま

す。自己負担食費等 2,000～3,000円もらっています。   

●その他 

 ・介護保険と障害福祉の連携について。介護保険移行後のサービス。 



 ・今回、初めて参加させていただきました。なので、今後継続して参加させていただく中で随時、挙げて

いこうと思います。 

・自事業所で対応できない案件があった場合、どこにつないだらよいのか、分かるものがあればありがた

いです。（今回ついていました。ありがとうございます） 

・ワンオペ育児で疲れている保護者に対する支援、サポートについて考える会議等を開催していただけた

らと思います。家族支援が必要な時は、どんな資源があるかお聞きしたいです。 

・利用者が高齢化による本人の問題。両親・家族の問題について。 

 

３． 草津市障害児（者）自立支援協議会に対するご意見。 

 

●課題別懇談会・部会 

・障害児・就労・相談の会がありますが、生活の場の会もあればと思います。 

 ・○○○議会、○○○事業所、○○○センターなどたくさんの機関がありますが、もっと一般の方やなど）

本当に困っている方にわかりやすく伝わるような形のものがあってほしいです。（ex:簡略な組織図や

事業内容） 

 ・家族会の専門委員会への参入を検討ください。 

・生活介護事業所、強度障害者対応事業所での意見交換の場があればと思います。 

 ●障害福祉事業 

・地域生活拠点整備を検討している中で、具体的な問題はどんなことがあり、優先順位としてどの課題か

ら取り組もうとしているのかを、今年度は自立支援協議会でお示し頂きたい。 

・基幹事業（６）地域移行定着について、具体的にどのように進めていくのかお示し頂きたい。 

・市の予算、ショートステイが大幅に低い。前年度の実績から決めたのなら、なぜ、実績が少なかったの

かを精査してもらえたのか。現場ではコロナで陰性証明が必要だったり、週末の受入れ不可の事業所が

あって、使いたくても使えなかった現場がありました。 

・人とくらしのサポートセンターは、生活支援課（生保）の中の係り、位置づけなのか？例えば、ゴミ屋

敷であったり、地域で困ったことをしている人が、明確に障害や精神疾患の診断までいたっていない人

について、センターが窓口になるのか。 

 ・参加支援についてイメージがつかない。既在分野で、支援できてない当事者より、個別性が高い人だと

考えていますが、どんな地域資源を開拓しようイメージしているのか教えてほしい。どんなところにネ

ットワークを構築しようとしているのか。 

 ●開催方法・運営の仕方 

・参加が難しい場合もあり、オンライン会議の開催も検討してほしい。 

 ・当事者の方が途中で退席されました。もう少し当事者に寄り添った会になればと思います。 

 ・新規事業所さんの情報を得てよかったです。今後に活用していきたいです。 

 ・新規事業所のため、湖南 4市の自立支援協会の会議日程も教えて下さい。 

 ・盛りだくさんの内容で、たくさんの情報ありがとうございました。 

 ・特にありませんが、定例会議の予定が木曜日が多く、都合が悪く出席が難しいです。すみません。 

 ●人材育成 

・4市と共同ではなく。草津市単独でやっていくのであれば、障害者支援ケアマネージャーの養成研修の

受講者を推薦いただき、人材育成とその方が活動できる体制づくりをお願いしたい。 

  


